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史
学
研
究
会
大
会
　
　
予
告

左
記
日
程
に
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年
度
史
学
研
究
会
お
よ
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
参

加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
一
月
一
日
（
金
）
　
午
前
八
時
半
～
午
後
四
時

　
　
　
《
見
学
会
》
西
京
め
ぐ
り
　
　
講
師
肱
阪
二
大
騨
直
木
孝
次
郎
氏

　
　
　
　
秋
篠
寺
・
西
大
寺
・
薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
（
．
ハ
ス
に
て
巡
回
）

　
　
　
　
　
参
加
会
費
　
　
　
　
　
六
〇
〇
円
（
予
定
、
昼
食
費
を
ふ
く
む
）

　
　
　
　
　
＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
会
費
を
そ
え
て
、
十
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。
当
日
お
申
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
十
一
月
二
日
（
土
）
　
午
後
一
時
～
四
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
　
　
　
　
　
濁
東
洋
的
中
世
　
　
　

撚
郊
大
騨
宮
崎
市
定
氏

　
　
　
　
　
　
備
　
　
ア
フ
リ
カ
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獺
京
大
騨
飯
　
塚
　
　
浩
　
二
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

◇
十
一
月
三
日
（
祝
）
　
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会

　
　
　
　
　
＊
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
下
旬
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
本
会
宛
ご

　
　
　
　
　
　
連
絡
下
さ
い
。

会
員
各
位
　
　
　
　
　
　
　
史
単
研
究
会

｝



委
員
会
だ
よ
り

◇
　
本
号
を
も
っ
て
、
　
「
史
林
漏
は
通
巻
二
〇
〇
号

を
む
か
え
ま
し
た
。
一
口
に
二
〇
〇
号
と
は
申
し
ま

し
て
も
、
「
史
林
」
が
剣
刊
さ
れ
た
の
は
大
正
五
（
一

九
　
六
）
年
で
あ
り
ま
し
て
、
す
で
に
半
撫
紀
の
歴

史
が
流
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
こ
こ
で
簡
単
に
「
史
林
漏
の
歴
史
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
す
。
大
一
止
五
（
一
九
一
六
）
年
測
刊
以
来
、

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
二
八
巻
四
六
、
通
巻
一

〇
八
弩
ま
で
ば
、
毎
年
一
巻
闘
号
、
一
・
四
・
七
・

十
月
刊
で
順
調
に
覇
行
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、

戦
局
の
さ
し
迫
っ
た
昭
和
十
九
年
か
ら
、
戦
後
混
乱

期
の
二
十
七
年
ま
で
、
相
当
に
乱
れ
て
参
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
昭
和
一
九
年
は
こ
九
巻
｝
i
三
号
の
三

冊
、
二
〇
年
に
は
、
二
九
巻
四
号
と
三
〇
巻
一
一
四

号
を
刊
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
一
年
は
三
一
巻
一

号
一
珊
だ
け
、
ニ
ニ
年
は
三
一
巻
二
号
、
三
・
四
合

亭
号
の
こ
冊
、
　
二
三
年
は
三
二
巻
一
号
の
一
冊
、

二
四
年
ま
た
同
二
号
の
一
冊
だ
け
、
三
二
巻
ぱ
二
号

で
打
切
り
、
二
五
年
三
蛭
巻
は
六
号
ま
で
を
刊
行
し

ま
し
た
が
、
二
六
年
二
一
七
年
は
再
び
三
三
に
逆
も

ど
り
し
、
二
八
年
よ
り
よ
う
や
く
定
期
刊
行
に
復
し

て
お
り
ま
す
。
　
（
史
林
総
慰
録
〔
一
～
四
〇
巻
〕
参

照
。
）
　
通
巻
一
〇
〇
号
台
の
前
半
は
こ
う
し
た
苦
難

の
歴
史
を
歩
む
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
過
虫
半
世
紀
、

つ
い
に
一
年
も
休
・
廃
鞠
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
中
墨
林
」
の
ひ
そ

か
な
誇
り
と
し
て
、
語
り
つ
が
れ
て
お
り
ま
す
。
も

と
よ
り
そ
れ
は
会
員
各
位
の
あ
た
た
か
い
ご
助
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
う
し
た
歴
史
を
ふ
り

か
え
る
に
つ
け
、
一
文
感
謝
の
念
を
深
く
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。

◇
　
と
こ
ろ
で
「
奥
林
」
は
巻
考
偶
を
し
い
て
い
ま

す
の
で
、
特
に
二
〇
〇
丹
を
記
念
す
る
企
て
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
暑
に
は
各
専
攻
か
ら
の
力
作
八
篇
を

掲
載
し
て
、
充
実
し
た
内
容
を
も
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
、
・
本
二
二
も
依
然
約
二
ヶ
月
刊
行
遅
延
い

た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
二

〇
一
号
よ
り
、
さ
ら
に
誌
面
を
充
実
し
て
、
各
位
の

御
期
待
に
こ
た
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
門
史
林
」
に

つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
よ
せ
い
た
だ
き
、

委
員
を
励
ま
し
い
た
だ
け
れ
ば
宰
鎚
で
あ
り
ま
す
。

◇
な
お
、
別
面
所
報
の
通
り
、
来
る
十
一
月
一
日

二
欝
は
、
例
年
の
通
り
本
会
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。
と
く
に
第
一
目
兇
学
会
ほ
毎
年
定
員
を
超

過
し
て
お
申
込
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
い
渚
に
お
申
込
下
さ
い
。
な
お
又
、
読
史
会

・
嶺
ハ
灘
u
史
談
話
ム
瓜
・
西
洋
史
書
覗
識
悶
着
職
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
十
月
二
五
日
ご
ろ
お
乎
許
に
お
届
け
す
る
予
定

で
す
が
、
ご
出
発
の
都
合
な
ど
で
早
い
飼
に
お
入
用

の
方
に
は
、
別
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
か
ら
、
そ
の

由
お
申
越
下
さ
い
。

史
学
研
究
会
十
月
例
会
予
告

十
月
五
縫
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

於
・
京
大
史
学
科
第
二
教
室

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
本
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田

　
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
ロ
ー
マ
遺
跡

　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
期
）
　
　
嗣
部

淳

健
彦

一一
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翻
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言
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円
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第
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六
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［
磐
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京
都
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京
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京
都
大
学
丈
学
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内

発
行
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史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
丁
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
焚
　
　
宮
崎
布
定

　
　
　
京
都
市
下
京
譲
西
七
条
御
所
ノ
内
策
町
三
九

印
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中
村
三
三
株
式
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